日文翻譯完成版：↓

銀山村 -Yumiの美しい故郷　　（日本字2000字版）
　　中国湖北省の蘄春県では、銀山村という村には一人の天真爛漫の小さい女の子がいます。名前は由美です。銀山村は、山に沿って、かつ河川の畔に構築された美しくて、かつ小さい村です。そちらには、土地が肥えているし、鉱産物も豊富に貯蔵されています。
　　村全体では、僅か５百余りの世帯があり、それがゆえんに隣同士の近隣は

皆がお互いに熟知しており、まるで、ひとつ大きな家庭のようになっています。

そして、小さい頃の由美は、彼女の持ち前の歌声の才能があって、皆から絶賛を得ています。悪戯が好きな彼女は、家の玄関前の小池が好きです。なぜかというと、その小池には、どこから来たことも判らず、多く海老と蟹が生息しているのです。由美は、弟と一緒にいつも、父の手を引っ張って、小池にある海老と蟹の狩りに行こうと父に願い込んでいました。

　　ある日、父が留守でしたので、由美は密かに弟の手を繋いで、小池に海老と蟹の狩りに行きました。しかしながら、一日中、ずっと釣りをしたけれども、
全然、釣り上げなかったのでしたが、最終の終わり頃にようやく、一匹の小さくて太った海老を釣り上げました。姉と弟は、喜びと興奮を持ちながら、家へ

走って帰ったのです。母に願って、僅か1匹の海老を煮てもらいました。僅かの一匹の海老だけど、姉と弟は、者凄く美味しいように食べて居ました、本当に美味しいかったのです！所詮、これは、由美が生まれてから始めて自分の力で勝ち取った食べ物です。
　　あの時の由美は、いつも一人で小池の畔にぼうっとすることが好きです。

その時の空の色は、いつも、凄く青くて、水面にには緑色の一色で大雁の北へ向けての飛行の姿が水面に雁の影として映されています；艶々とした緑色の草芝では、白色の小さい花がいっぱいに咲き乱れています、その花草の上には、
さらに白色の小さいな蝶々が花草の間に上下入れ替えたりするように飛び舞っています。トンボは遠い処の葦の上に飛び降りで、1つ繋げている串の数珠

のような露の水玉を驚かせて落ちってしまったのです；こうしたダイナミックナ生命的な躍動が目まぐるしく動いでいる様子を目の当りにしている由美は、

それらの美しい美景に見惚れていて、ついにそれらの躍動に従って、自らも

快楽的に歌を吟じてしまいました。それらを1つ人々に感動させる画面が織り成されたのです。
　　ある年の旧暦の新年には、由美が父母と一緒に湖北省の首都である武漢へ
行った機会があり、生まれてから初めて大都市に入っていましたので、目に入った光景は、なにもかも新鮮だと感じた由美です。有名な「黄鶴楼」に登って、

聞いた話によると、その建築物は、中国の三国時代の時にすでに建立されたのです。まさにこうした立派な建築物が建てられたのは、その時代の人間がほんとうに凄かったのです。「黄鶴楼」の高さは、5階があって、合計五十数メートルにもあったのです。数多く古代の詩人墨客は、この「黄鶴楼」に登って、
作詩の趣に駆けられて、数多くの後世に残された有名な詩作品がありました。

由美は、この「黄鶴楼」の最高層の階から、ごろごろ東の方へ流れ去っていく

長江の河川を遠くまでに見渡せっている時に、まさに武漢という大都市が自分の足元に居た感じで、、あるで自分が皇帝として、この天下一の「黄鶴楼」の最高層に立って、天下を君臨するような感じさえ感じ取っていた。武漢に行った時に、由美は、生まれてから始めての日本料理を味わっていました。その時から、サンマや寿司、味噌汁などの日本料理を愛着してしまって、なお、その時からすでに日本へ行きたいという意欲の種も芽生えし始まったのです。
　　　銀山村は、小さい村落ですが、町の街道では、綺麗できちんとした家屋もあったのです。これは、銀山村が人々に与えた第一印象です。近頃の地球温暖化はますます深刻さが増したことによって、エネルギと炭素の削減が、すでに皆が努力している目標となったのです。由美も自分の心の中から、ひとつ小さいな願望が燃えされて、自分が将来的には学業を完成した後に自分の故郷へ帰郷し、水資源の再利用及びゴミ分類の仕事に従事するつもりです。なお、故郷の親族と友人達に数多くの樹木を植えることを勧めて、こうした綺麗な山と清らかな水が持続的にかつ永遠的に人間の世界に残せることを希望しています。この目標を達成するために、由美は故郷を離れて、あちこちに勉強の道に励んでいます。銀山村は由美の美しい故郷です。そして、由美という人は、私なのです！私は私の故郷を深く愛しています！

日文翻譯完成版：↓

銀山村 -Yumiの美しい故郷　　（日本字486字版）

　　中国湖北省の蘄春県では、銀山村に一人の天真爛漫の小さい女の子がいます。名前は由美です。小さい頃の由美は、歌声の才能があって、皆から絶賛を得ています。悪戯が好きな彼女は、家の玄関前の小池で弟と一緒に海老と蟹の狩りに行くことが好きです。ある日一匹の太った海老を釣り上げました。姉と弟は、興奮しながら、家へ走って帰ったのです。母に願って、僅か1匹の海老を煮て、美味しく食べたです！これは由美が生まれてから始めて自分の力で勝ち取った食べ物です。

　　武漢に行った時、由美は生まれてから始めての日本料理を味わっていました。その時から、サンマや寿司、味噌汁などの日本料理を愛着してしまって、なお、日本へ行きたいという意欲の種も芽生えし始まったのです。
　　地球温暖化はますます深刻さが増したことによって、エネルギと炭素の削減が、すでに皆が努力している目標です。由美も心の中から、小さいな願望が燃えされ、将来には学業を完成した後に故郷へ帰郷し、水資源の再利用及びゴミ分類の仕事に従事するつもりです。この目標を達成するために、由美は勉強の道に励んでいます。銀山村は由美の美しい故郷です。由美という人は私なのです！私は私の故郷を深く愛しています！

中文原稿版：↓

銀山村-Yumi的美麗故鄉

在中國湖北省蘄春縣有個銀山村，村裡有個天真活潑的小女孩，名字叫由美。 銀山村是個依山傍水、風景秀麗的小村庄，那兒土地肥沃，礦產資源豐富。村里只有五百多戶人家，所以街坊鄰居彼此熟識，就像個大家庭一般。而小時候的由美總憑著她的好歌喉，搏得大家的滿堂采。古靈精怪的她最喜歡家裡門前的小池塘，因為池裡總有不知那兒來的蝦蟹，由美和弟弟總拖著爸爸的手，嚷著要抓蝦。有一回爸爸不在，小由美偷偷牽著弟弟去池塘釣蝦，大半天當都沒魚蝦上鈎，終於皇天不負苦心人，有隻小胖蝦上鈎了，姐弟興高采烈地跑回家，吵著媽媽煮了這隻蝦，雖然只有一隻，但姐弟倆吃的津津有味，美味極了！畢竟這是由美第一次憑自己的力量得到的食物。

那時由美最愛常常一個人呆在池塘邊，天空總是藍藍的，綠綠的水面倒映著大雁北飛的影子；綠油油的草地上綴滿白白紅紅的小花，白色的小蝴蝶在花叢中上下飛舞，蜻蜓落在遠處的蘆葦上，驚落一串清晨的露珠；看著生命都在快樂地忙碌著，由美也跟著快樂地吟唱，交織成一幅動人的畫面。

有次過年由美和爸媽一同去了趟湖北的省會-武漢，第一次進到大城市，什麼東西都覺得新鮮。爬上了著名的「黃鶴樓」，聽說那是在三國時代就蓋的，真是太厲害了。黃鶴樓高五層有五十幾米，好多古時詩人來此，詩性大發，寫下多首流傳千古的詩詞。由美站在最上層看著滾滾長江向東流，武漢就在腳下，有種君臨天下的感覺。在武漢時，由美嚐到了人生中第一次的日本料理，從此愛上了三文魚、壽司、味增湯，愛上日本、想去日本就在那個時刻在心中埋下了種子。

銀山村雖是個小小的村庄，但乾凈整潔的村道、錯落有致的房舍，是進入村裡的第一印象。穿梭在村裡的大街小巷，行走於田埂小路上，就彷彿置身於一幅美麗的農村錦繡圖。由於近年來地球暖化越來越嚴重，減能減碳的生活是大家努力的目標，由美心中燃起小小的願望，希望在她完成學業後能回到家鄉，致力於推廣水資源再利用及垃圾分類的工作，並鼓勵鄉親們多種樹，讓這片好山好水能永續常存人間。為了追求這個目標，由美離開了家鄉到處求學。雖然到了好多大城市，城市進步繁華、五光十色，但卻沒了熟悉的山，沒了清澈的池塘，更少了那隻永遠令人難忘而美味的蝦。銀山村是由美的美麗故鄉，而由美就是我！我深愛著我的故鄉！

